
平成18年２月22日

国土交通省河川局

気 象 庁 予 報 部

洪水等の防災用語改善検討会の開催について

洪水等による人命等の被害の軽減には、洪水時等に住民、市町村の防災担当者や報道機

関等に提供される情報により、的確な判断や行動がなされることが重要であるため、情報

の中の用語ができる限り誰もが容易に理解でき、災害の危険が実感できるものであること

が不可欠です。

しかしながら、河川管理者から提供している情報の中の用語は、計画高水位など施設整

備・管理のための用語であったり、特別警戒水位など法令上の整理から成立した用語であ

る場合が多く、受け手側の的確な判断や行動につながるわかりやすい用語となっていない

恐れがあります。

そこで、洪水時等における防災情報に関する用語について吟味し、住民、防災担当者や

報道機関等が理解でき、その行動や判断につながる、送り手側ではなく受け手側の立場に

立った用語へ改善するため、検討会を設置し検討することと致しました。

１．委員

別紙のとおり

２．検討事項

・河川の洪水警報等の防災情報の中の用語

・用語そのものの改善の他、表現方法や補足説明によって理解を高める工夫 等

３．第１回検討会の開催

日 時：平成18年２月23日(木) 14：00～16：00

場 所：国土交通省低層棟会議室３AB

その他：傍聴・カメラ撮り可（座席数に限りがありますのでその点ご容赦願います ）。

問 い 合 わ せ 先

河川局河川計画課河川情報対策室 課長補佐 齋藤 博之 （内35382）

河川局砂防部砂防計画課 課長補佐 小林 幹男 （内36152）
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気象庁予報部業務課 調査官 千葉 剛輝 （内3119）
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